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r1i民の大きな関心をあつめている公共下水道計画はいよいよ耳n40年度から第 1期7か年計画の本械的な実施にはいることになりました。受益者負
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市議会は、昨年来論議を呼んでいた注目の公共下水道事業に対し、 3
Fll自にひらいた臨時会において最終約に結論、鰭点となっていた受益

者負担金E分 の1の原案を、工賓の自分の1(3.3平方mあたむ 235円》

とし、 2年にわたE徴収ナることで、突澱に伺癒しましたJとれによっ

て、全市域の約40パーセントにあたる都市計画上の会用途地域あ744ヘ
ククールに今後ほほ30年憶に 100倦円を投りて完成するという、公共下

水道整編著書業は本格的に麓ヱすることにな Pました。
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⑦
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④
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叡
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。
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憲
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仁
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。
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。
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ず
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潔
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四
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。
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蓄
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。
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範
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ま
て
議
選
管
震
と
な
っ
た
受
一
益
者
負
担
金
随

一
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し
て
い
た
台
所
や
ふ
ろ
の
汚
水
笠
宮
、
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案
の
、
工
事
費
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一
4
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一
は
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め
、
く
み
取
訂
作
業
に
た
よ
っ
て
一
春
、
六
分
の
一
に
間
引
き
下
げ
る
こ
と
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一
い
る
し
尿
処
恕
も
、
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イ
レ
を
水
説
化
一
護
施
す
る
と
の
方
針
が
吉
ま
む
ま
し
た

一
し
文
ナ
ペ
て
地
下
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館
群
レ
た
合
流
一
こ
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負
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内
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設
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令

一
事
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込
み
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っ
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流
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出
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潟
に
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ず
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。
②
蚊
・
は
え
な
ど
の
一
時
間
舟
弘
、
建
設
相
に
あ
玄
行
な
う
予
定
で

一
衛
生
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。
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防
疫
震
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な
ど
と
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設
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一
定
、
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衛
生
の
お
護
軍
事
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も
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い
て
、
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額
約
高
意
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潤
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が
あ
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え
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て
く
る

一
後
議
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事
危
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呈
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訪
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踏
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宏
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度
施
工
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出
演
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綴
せ
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れ

水
た
ま
り
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な
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な
っ
て
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こ
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、
⑤
一
る
の
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、
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記
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半
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在
ろ
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下

全
体
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せ
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長嶺羽
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とかオく
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具
体
化
す
る
第
一
潟
薬
業
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( 3) 

門
一
盟
綾
部
下
水
遊
繰
凶
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家をそろえて串Ui'司をお待ちします。在若様。出
張・手紙・空軍話・紙上などいかなる方法でも

可。青少年寄草~“.
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ち
る
ん
、
毎
年
度
の
予
算
編
成
も
ζ

一

こ

の

結

果

、

本

年

度

一

般

会

計

の

予

一

句

け

JE--咽
中
村
滞
留
郎
氏
選
・
溜
荻
と

れ

に

も

と

づ

い

五

な

わ

れ

ま

す

。

一

算

績

は

二

十

六

億

八

千

万

内

定

、

ま

一

…

i
i
…
冬
の
露

門
新
市
建
滋
針
盤
の
内
容
践
例
は
間
関
一
た
一
般
特
別
全
委
計
を
合
算
し
た
予
算
一

一

一

①

ふ

る

さ

》

あ

饗

織

り

ゐ

て

寒

@

水

橋

畠
可
解
向
上
空
行
な
う
一
予
定
M

一
線
侠
は
、
七
十
娘
一
一
千
八
百
万
内
を
ζ

一

一

一

に

ひ

び

か

せ

満

た

し

つ

つ

を

む

要

議

二

塁

長

者

一

会

合

に

の

る

に

事

ま

し

た

室

。

臨

坪

喜

一

U

宅

福

五

千

万

円

雲

霊

長

期

塑

の

内

容

は

来

月

号

高

一

②

激

し

く

感

い

ま

れ

哲

一

室

の

罰

則
刷
会
計
に
二
百
ナ
八
万
円
寸
都
市
政
一
醐
田
市
一
般
駿
奥
の
絵
与
改
定
・
市
織
田
同
一
見
せ
つ
つ
ゆ
る
る
毒
海

造
会
計
に
九
十
万
円
な
ど
を
焔
獄
、
一
の
給
与
ベ

i
語
、
平
句
会

i
セ

一

(

霊

ゴ

ム

常

盤

紫

雲

英

雄

。

競

輪

会

計

か

ら

手

九

百

万

円

馬

一

三

金

額

に

し

て

二

千

一

一

百

五

十

一

@

セ

ー

ル

ス

の

成

績

之

容

と

ひ

た

す

入

工

業

地

襲

撃

雲

ま

ら

五

一

罰

Z
Z
V」
と

品

決

定

し

ま

し

一

坪

井

さ

ん

の

ら

な

心

に

主

義

室

一

一

会

組

H

樋
口
八
麓
字
〉

千
四
医
刀
丹
、
滋
築
共
済
事
業
喜
一
ぺ
昨
年
八
月
の
人
事
続
勧
告
に
よ
一

か
ら
一
百
十
九
万
向
島
さ
れ
ぞ
れ
減
一
つ
五
な
わ
れ
た
樹
家
公
務
員
の
給
一
妻
の
歌
な
ど
議
も
と
に
出
で
し
毒
害
の
ま
ま

一

一

に

送

ロ

ゆ

く

務

ア

カ

シ

ヤ

の

散

る

額

し

た

も

の

。

一

与

改

定

に

摺

ず

る

も

の

で

、

昨

年

の

一

-

容

祭

出

品

内

菅

島

義

一

忠

子

〉

一
般
会
計
の
補
正
予
算
で
時
中
一
九
月
一
白
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
実
施
支
一
市
華
社
会
教
育
訟
で
、
市
民
交
官
一
軍
だ
ち
L
Y
U
か
く
さ
む
と
水
船
長

富
保
病
院
側
襲
舎
増
設
工
事
一
給
す
る
こ
と
こ
注
り
ま
し
た
u

こ
と

4
の
部
の
入
滋
作
苧
発
表
し
ま
し
た
一
主
主
義
高
け
し
ま
ま

一

t
i
j
F

ミ
。
一
今
回
で
各
の
部
時
比
五
回
目
、
短
歌
同
一
!
一

時
臨
時
一
日
目
立
与
一
一
目
立
札
一
比
一
車
向
車

事
態
耐
震
草
壁
、
市
職
員
一
入
量
一
一
一
千
一
一
事
号
予
算
化
し
一
氏
、
中
村
富
郎
氏
、
寺
暴
露
ら
③
露
穆
ハ
教
襲
警
内
U

、
⑬
小

の
給
与
霊
に
要
す
る
経
訟
を
計
と
ま
し
た

d

一
議
に
走
り
で
た
。
上
位
金
者
沢
塁
手
♀
揮
。

し
ま
し
た
ω

次
の
と
お
り
i

i

e

-

麹
枯
れ

筆
、
冬
の
日
・
・
.

①
h

品
、
日
続
つ
岡
地
の
瞳
み
ゆ
る
ご
と
動
く

同
円
四
之
宮
石
川
真
砂
流
)

5

の

期

額

抽

出

る

一

②

護

る

露

警

は

牲

を

結

れ

れ

稼

翼

線

と

翼

民

税

一

ハ

盤

国

軍

鳥

海

苔

締

り

一
③
属
謹
の
車
盗
み
害
白
老
磁
し
ゅ
く

〉
税
務
部
で
は
、
い
宏
、
四
十
空
度
面
一

耐

震

審

議

議

の

公

開

久

平

一

円

平

塚

小

沢

義

志

一
@
寂
舟
一
つ
冬
自
し
た
た
る
中
に
あ
習

に
年
度
市
東
国
税
の
申
告
受
け
付
け
を
行
一

搬
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
問
震
は
一
翁
駕
淡
海
語

例
一
一
扇
子
日
季
、
あ
と
数
日
で
す
。
一
額
一
襲
5
だ
け
の
小
筆
書
雪

告

市

県

民

税

の

申

告

は

、

霊

長

ぜ

こ

一

内

務

毒

事

あ

宮
U

脚
す
ま
せ
な
い
と
襲
控
除
主
ム
担
保
組
富
山
道
銭
円
平
握
。
、
安
弁
憲

章

。

一

円

平

探

V

③
大
域
事
進
。
韓
関
寓
乍
U

長
判
明
控
徐
が
認
申
ら
れ
な
く
な
D
ま
す
一

帯

一

⑨

酬

明

出

押

文

夫

戸

須

賀

〉

、

⑩

久

保

田

容

酬

と

議

く

だ

さ

い

夜

ハ

片

岡

〉

は
霊
襲
撃
台
憾
に
つ
い
て
お
単
一

t
・g
・

-

震

警

護

制
課
で
は
、
①
昨
年
土
地
所
有
襲
撃
一
…
・
端
・
…

J

麹
草
:

繍
・
抽
刷
局
変
換
・
陵
地
転
用
を
し
た
入
、
一
①
南
風
格
に
ふ
れ
て
故
人
の
毘
記
出
品
る

宅
②
昨
年
家
屋
の
新
潟
築
や
と
む
乙
わ
し
一

ο芸
新
積
近
藤
利
撃
情
U

を
し
た
入
、
③
四
十
器
使
償
却
資
産
の
一
②
な
つ
か
し
い
焚
母
の
生
嘗
て
る
告
白

申
告
を
し
た
人
な
ど
は
な
る
A
く
見
る
一
旬
ハ
キ
塚
新
宿
大
沢
二
一
一
変
〉

ょ
う
お
す
す
申
し
て
い
ま
す
。
一
③
ζ
の
沼
記
つ
い
に
一
薬
害

i
i
l
i
l
i
l
i
-
-
1
1
1

一

円

八

綴

伊

騒

音

之

〉

-

一

@

ま

た

今

日

も

諮

れ

も

来

な

い

病

臼

詔

一
あ
た
ら
し
い
し
制
限
く
み
取
り
伝
顛
を
一

一

一

内

田

村

小

話

蕊

舟

)

一
ぉ
害
警
に
な
っ
た
ら
、
政
の
を
一
議
負
か
ら
抱
負
成
人
器
量

一

を

ぜ

ひ

行

な

っ

て

く

だ

さ

い

。

一

公

寂

喜

一

喜

一
①
し
尿
く
み
取
り
伝
漂
に
は
、
清
掃
作
一
⑥
府
川
秩
子
ハ
上
平
家
い
}
、
①
今
井
多

一
議
闘
が
訪
回
附
す
る
ま
え
に
、
必
ず
批
一
翼
荻
(
U

平
按
〉
、
@
近
藤
貴
美
江
門
平

一
帯
祷
号
、
氏
名
を
記
入
し
、
思
角
哀
新
窓
、
@
小
沢
ス
ミ
子
門
平
躍
。

一
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
.
。
膏
喜
一
一

9
8

一
豪
政
人
関
暴
動
が
あ
っ
た
り
、
住
一
森
l
配

刑

判

引

さ

同

一

所

が

か

わ

っ

た

り

し

た

方

で

、

届

け

一

一
塁
器
撤
壁
、
露
関
十
重
へ
と
語
く
だ
さ
い
。
一
度
に
蓄
を
求
め
る
声
が
習
を
は
一
出
の
す
ん
で
い
な
い
人
筏

ζ
の

際

一

ん

の

歌

唱

指

導

一
一
に
害
、
新
し
い
、
長
手
取
り
伝
一
露
だ
っ
た
し
以
く
み
取
担
の
現
金
一
あ
っ
て
も
、
全
般
的
に
盟
主

i
ス

一

重

量

吉

を

と

っ

て

く

だ

さ

い

よ

底

霊

童

教

華

麗

言
裏
付
を
は
じ
め
「
一
一
息
子
日
ど
一
決
演
を
、
チ
ケ
ッ
ト
制
に
切
り
替
え
て
一
に
あ
担
、
車
線
と
し
て
践
と
喜
一
①
間
抑
制
来
約
の
か
た
が
、
一
部
亘
書
護
主
擦
は
、
一
君
子
音

一
ろ
ま
で
に
新
量
雲
震
に
露
け
か
ら
一
語
、
清
器
産
、
終
末
量
一
の
協
力
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
と
の
先
一

p
ま
す
。
年
度
末
に
苦
ま
し
た
の
一
午
後
語
竜
童
セ
ー
タ
ー
ホ
!

?
主
主
哀
し
ま
し
た
。
新
伝
瑛
一
湯
量
備
と
あ
い
ま
つ
証
言
の
り
一
な
お
と
満
足
の
い
く
作
襲
撃
つ
く
一
で
襲
の
っ
と
う
宮
、
義
、
一
定
、
窓
霊
童
の
教
義
援
、
ひ

一
は
、
議
案
貫
主
盆
し
ま
す
。
一
蓄
を
雪
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
よ
り
た
い
と
し
て
い
ま
す
C

M

最

重

く

議

い

し

て

お

き

と

時

間

一

票

-

語

従

業

員

三

一
今
月
末
ま
で
に
溜
か
な
い
お
宅
が
あ
っ
一
広
恕
パ
ト
ロ
ー
ル
そ
の
他
で
、
と
く
一
一

rd

一

一

…
た
と
曹
は
、
市
役
所

2
8清
掃

誠

一

壁

、

く

み

取

り

に

雪

作

重

量

一

伝

票

に

押

印

を

}

-

山

間

四

諮

問

山

下

訓

M
M
M
一
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会
臨
時
会

次

捕

算

も
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一
一
一
月
一
日
間
開
会
し
た
、
こ
と
し
初
の
市
総
会
総
時
会
は
、
昨
年

来
長
時
間
の
生
露
協
議
会
で
事
前
審
離
を
盟
ね
て
き
た
、
平
塚
市

新
市
建
設
計
図
の
修
主
謀
本
計
画
と
、
第
二
次
五
か
年
実
施
耳
目
翻

案
を
可
決
し
ま
し
た
u

こ
れ
に
よ
っ
て
、
受
後
者
負
担
制
金
問
題
や

事
議
の
規
棋
な
ど
か
ら
、
注
目
の
ま
と
に
な
っ
て
い
た
公
共
下
水

涜
戦
備
事
業
も
、
最
縦
約
に
突
胞
が
綴
定
し
ま
し
た
u

ま
た
今
議

会
は
一
般
会
計
に
一
億
五
千
万
円
を
追
加
す
る
今
年
度
第
五
次
繍

廷
予
算
案
、
市
織
戸
田
の
給
与
ベ
ー
ス
を
八
パ
ー
セ
ン
ト
引
き
ょ
げ

る
目
的
、
間
崎
市
営
住
宅
団
地
用
地
寄
λ
十
戸
分
の
察
収
索
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
市
長
田
開
索
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

る
点
が
め
だ
ち
ま
す
む

八
路
引
き

げ

し
尿
汲
み
取
り

全

般

に

好

ベ

!

ス

間~絡に質収し

18  

聾曹醤監事事基
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ゆ入選作品@

電櫓
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欝テキスト・アメリカ箆輯続本初輯用 NHK中

輯薬会話を情用豊富中卒以上の方ならどなたでも番参

加いただけます。ただしなが〈輯けられる人

調舟 1問外人総師とのフリートァキング白樺会が

;p，ります。
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計
鐙
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、
混
潤
産
幾

一
が
、
正
し
い
針
鼠
の
普
及
・
消
柑
問
者

の
保
綬
・
計
設
行
政
改
醤
E
H
棋
の
は
あ

〈
衣
笠
を
ね
ら
い
と
し
て
、
今
茸
度
か

ら
実
施
に
5
つ
し
た
も
の
で
、
立
千
九

年
度
は
無
下
に
百
五
十
名
が
禁
制
糊
さ
れ

ま
し
た
。
平
霊
巾
へ
は
、
下
期
に
お
い

て
藤
沢
・
鎌
倉
と
と
も
に
十
五
名
の
モ

ニ
タ
ー
が
留
置
さ
れ
、
作
草
十
月
一
臼

か
ら
一
一
千
一
呂
ま
で
の
一
か
月
路
、
無

か
ら
貸
し
出
さ
れ
た
は
か
り
を
使
っ
て

門
神
祭
川
照
計
震
検
定
所
い
日
昭
和
一
一
一

十
九
年
度
下
轡
L
お
け
る
計
震

vr…一宇

タ
ー
の
報
告
件
数
は
、
平
塚
e

潔
沢

・
鎌
倉
一
一
一
市
合
計
で
一
一
平
六

rEu件

に
の
ぼ
っ
た
。
と
の
う
ち
廷
し
い
援

活
で
取
引
さ
れ
た
も
の
は
全
体
む
四

一
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
最
寄
不
足
は

一
一
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
、
反
対
に
蜜
が
多

〈
売
ら
れ
た
も
の
が
こ
七
・
一
パ
ー

セ
ン
ト
も
あ
っ
た
。
一
血
種
貯
引
は
全

体
の
半
分
以
下
し
か
な
く
、
総
入

場
は
、
一
一
一
留
の
翼
い
物
の
う
ち
二
回

昭和40年 3月15沼

は
損
な
間
同
い
物
を
し
た
こ
と
に
怠

る。

ζ
れ
を
今
年
度
上
期
分
の
割
刷
査

》
記
駁
す
る
と
正
競
取
引
が
ニ
・
中
ハ

バ
1
セ
ン
ト
ふ
え
た
一
反
一
問
、
畿
日
不

足
閥
品
も
五
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
潜

加
を
一
明
レ
ペ

購
入
件
数
が
四
十
件
以
ム
に
の
ぼ
っ

た
鶴
品
の
取
引
の
う
ち
、
一
止
母
だ
っ

た
件
数
の
レ
め
る
割
合
は
、
①
菓
子

四
九
・
七
%
②
ハ
ム
本
ど
四
九
・
問
問

%
、
③
食
肉
間
同
六
・
八
%
、
③
つ
く

だ
構
図
六
・
四
%
、
⑥
み
そ
四
六
・

一
一
宮
川
⑥
楽
四
五
・
五
%
⑦
卵
四
)
・

六
%
、
③
つ
け
も
の
一
一
}
九
%
、
③
魚

類
一
一
石
‘
八
%
、
⑮
臨
出
禁
一
一
三
ニ
ニ

%
、
⑪
果
物
一
ニ
一
・
七
%
で
、
つ
け

物
平
生
鮮
類
に
正
量
度
が
少
な
い
。

不
忍
磁
計
壊
の
う
ち
、
超
通
車
の
¥
冶

た
か
い
商
品
は
県
物
の
四
0
・
六
バ

1
セ
ン
ト
を
鐙
頭
に
、
②
爵
梨
一
一
一
有一

-
A
%
、
③
み
そ
一
一
三
・
七
町
河
川
④

魚
類
二
五
・
八
%
、
⑤
盟
冊
子
二
五
・

一
一
認
で
、
や
お
庭
さ
ん
に
は
か
り
す

ぎ
が
多
い
。

反
対
に
、
畿
日
不
自
に
の
多
か
っ
た
の

は
、
①
綴
茶
の
殴
一
・
八
%
、
②
〈
つ

け
も
の
四
一
・
五
%
、
③
つ
く
だ
嬬

一
一
天
二
一
一
%
、
@
魚
類
一
}
一
五
・
四
Mm

①康一一一四
e

五
%
の
縮
で
あ
る
。

ま
た
、
正
震
度
は
、
密
封
商
品
の
方

が
た
か
く
、
底
頚
の
は
か
り
開
闘
い
に

よ
る
ば
あ
い
の
方
が
乱
れ
が
多
い
。

窃
封
商
品
で
は
、
迂
費
五
五
・
六
%

相開通一一

6
・
二
%
、
不
出
血
}
問
問
・
二

%
と
不
正
度
が
低
い
の
に
対
し
て
、

厨
領
で
は
か
り
買
い
さ
れ
る
商
品
で

一一一
は
正
鐙
四
一
・
九
%
、
不
足
一
}
二

%
、
超
過
二
七
・
一
%
と
一
不
足
度
が

め
だ
っ
た
υ

じ
れ
ら
を
市
部
に
み
る
と
、
正
議
串

は
①
鎌
倉
四
九
・
七
%
、
②
平
塚
間
同

一
一
一
・
五
山
問
、
③
藤
沢
一
一
石
%
の
鯛
。

趨
通
串
で
は
①
平
塚
一
一
三
・
一
目
指
②

藤
沢
二
六
%
、
③
鎌
倉
二
五
・
}
%

と
な
る
。
ま
た
、
盛
白
不
足
惑
で

は
、
①
藤
沢
一
一
石
弱
、
⑦
鎌
倉
一
一
五

二
一
一
%
、
③
平
塚
二
四
・
四
%
と
い

っ
た
ぐ
あ
い
で
、
民
較
的
平
塚
の
問
問

宿
に
お
客
本
惑
の
援
制
聞
が
み
え
る
u

×
 

N
P
ょ
の
ほ
か
、
計
摺
モ
ニ
タ
ー
報
告

書
で
は
、
蕊
量
強
調
の
た
ち
ば
か

ら
、
さ
ら
に
い
ろ
い
ろ
の
分
析
や
指

摘
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
¥

み
だ
れ
多
い
頭
ば
か
り

や
や
お
客
様
本
意
の
乎
服
部

神
奈
川
県
計
章
一
検
定
所
は
一
ニ
十
九
年
度
下
期
の
計
量
モ
ニ
タ
ー
が
提
山

し
た
指
定
二
十
閉
山
口
叩
留
の
賢
い
物
日
誌
を
分
析
し
た
結
果
を
計
量
モ
ニ
タ

ー
報
告
書
に
ま
と
め
発
表
し
ま
し
た
。

し
い
ず
れ
に
し
ろ
正
一
憲
取
引
が
四
割
合
実
本
消
費
者
の
声
と
し
て
、
鶴
か
れ
る

に
と
ど
ま
る
と
い
5
こ
と
は
、
取
引
の

A
き
も
の
で
し
ょ
う
。

合
麗
佑
平
、
商
脂
経
営
・
消
費
者
保
綬
騒
盤
犀
L

つ
い
て
i
i

な
ど
の
諸
点
か
ら
一
深
く
鴎
閣
に
さ
れ
ね
マ
風
袋
の
箆
幅
聖
ぞ
傾
視
し
て
一
計
量
し

ば
な
ら
な
い
こ
と
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
て
い
る
底
が
灘
件
に
多
〈
、
風
袋
分

}
一
千
九
舘
皮
下
閣
制
の
針
盤
モ
ニ
タ
ー
だ
け
の
母
国
不
定
読
め
だ
っ
た
。

は
さ
ら
に
、
強
日
平
、
は
か
り
に
つ
い

V
野
紫
・
県
物
・
魚
な
ど
の
よ
う
応
、

て
稜
盟
主
意
見
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
切
}
偲
の
璽
さ
が
わ
ロ
あ
い
多
い
も
の

(5) 

はかりはきちんと撞いてい IE縁取引こそお
h5の信用をつなげるお客本位の商売である

議
・
つ
け
も
の
類
に
麓
寝

不
足
が
め
だ
ち
ま
し
た
。

3U  ..tWl T糊

買
い
に
行
っ
た
と
宮
串
、
間
関
ら
な
い

癌
で
貿
一
っ
た
と
含
量
百
は
不
足
が
ち

だ
っ
た
。
マ
関
口
厨
で
も
計
る
入
や

跨
っ
た
日
一
に
よ
っ
て
欝
筒
の
ち
が
う

の
は
感
じ
が
騒
い
。

畿
は
か
世
に
つ
い
て
i
i

一

マ
は
か
り
の
す
え
つ
け
の
鯨
い
窓
が
一

あ
っ
た
。
マ
指
針
が
と
ま
ら
な
い
う
一

ち
、
品
蜘
買
を
は
か
E
か
ら
お
ろ
し
℃
一

し
ま
う
よ
う
な
股
が
か
な
り
あ
っ
一

た
υ

と
く
に
野
繁
や
魚
の
販
売
践
に
一

ζ
の
傾
向
が
多
か
っ
た
。
マ
魚
箆
さ
一

ん
で
酎
聞
の
針
盤
で
残
っ
た
水
が
あ
る
一

ま
ま
次
の
計
援
を
す
る
は
あ
い
が
か
一

宜
り
見
繁
け
ら
れ
た
り
マ
盾
の
大
宮
一

い
割
り
に
、
は
か
り
の
少
な
い
活
が
一

多

い

よ

う

に

感

じ

た

。

一

盛相官謂
4
-
V今
後
も
計
量
モ
ニ
タ
ー
鰯
一

度
は
続
け
た
ガ
が
よ
い
と
思
5
0
マ
一

ど
向
注
額
品
に
も
一
単
価
を
間
開
示
す
る
一

よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

V
密
封
一

時
間
品
に
は
か
な
ら
ず
内
容
援
を
妥
記
一

さ
せ
る
A
吉
で
あ
る
。
マ
活
類
な
ど
一

も
目
方
発
む
に
し
た
方
が
よ
い
。
一

箆
道
上
で
松
く
い

虫
の
薬
剤
撒
布

今
月
+
半

uaか
ら
十
九
臼

開
閉
庁
農
政
部
で
は
、
東
海
道
松
並
木

の
保
艇
を
行
な
う
た
め
、
一
一
月
十
七

g
一

か
ら
十
九
日
の
一
一
一
一
日
開
吃
わ
た
り
、
松
一

は
不
足
の
ま
ま
購
入
者
に
わ
た
し
て
く
い
虫
の
防
除
品
ι=行
な
う
と
通
知
し
て
一

い
る
出
闘
が
あ
っ
た
。
マ
デ
パ
ー
ト
や
き
ま
し
た
。

ス
ト
ア
ー
な
ど
は
一
般
の
務
底
に
く
防
総
区
路
は
、
ー
一
馬
天
構
か
ら
平
援
を

ら
べ
て
慨
し
て
正
規
認
が
た
か
い
。
経
て
小
国
旗
ま
で
と
、
戸
塚
i
遊
行
寺

マ
行
間
人
は
限
設
は
安
い
が
置
白
不
問
の
国
道
一
号
制
よ
、
撒
布
車
と
撒
布

践
が
多
い
。
マ
密
封
鶴
品
で
も
内
容
機
を
使
っ
て
、

T
七
・
事
裁
と
パ
l

獲
の
袈
砲
が
な
い
も
の
が
か
な
担
あ
ク
サ
イ
ド
乳
剤
各
一
一
十
倍
拍
慨
を
ま
く
と

っ
て
不
安
巻
感
じ
た
。
マ
子
ど
も
が
い
う
こ
と
で
す
。

も
にない

である
オザンピックをめざした提化漣動は

晶なた的協力で大きな成果を島げた

これからも、性みよいまちをつ〈る

ため口ひとりひとりの艶化道徳を 結

醸しよう。

アンプルに限らず、かせ'薬や事異議害事!などは指示・表示されている分霊や綴薬回数を守

って〈ださい/盟主鄭の投薬や注射などを受けているうえにかつてに買い草露骨騒期する

のはやめるべきです/とくに小児の綴薬は掲示盤を守ってくだ串い/薬は子供の手の

とどかない場所入/お費求めのときは良〈栂談して立しくお飲みください。

轟轟轟器購譲韓議謹韓議盟議輯i

25 



欝カラ{主義綴記録殺事蜜

1) ~ 

(3J事 20 認~. ，事月 9<ヨ・

民
化
部
青
少
年
設
は
、
成
人
の

沼
に
ち
な
む
行
事
の
ひ
と
つ
と
し

て
一
月
二
十
一
一
呂
、
市
役
所
第
一

応
援
鳴
に
、
こ
と
し
は
た
ち
の
人

九
人
の
山
田
械
を
求
め
、
山
口
青
少

年
課
長
の
育
舎
に
よ
る
「
は
た
ち

の
背
審
を
掛
る
間
開
設
会
」
を
関
鱒

し
ま
し
た
。
出
席
者
は
、
助
護
者

と
と
も
に
約
二
時
間
問
、
は
た
ち
に

な
っ
た
路
抑
制
・
は
た
ち
を
め
ぐ
る

人
間
関
係
a

は
た
ち
む
由
同
党
な
ど

の
ほ
か
、
愛
関
心
に
ま
で
雷
及
し

て
相
談
し
ま
し
た
u

こ
の
自
動

露
者
と
し
て
、
作
家
・
都
市
長

戸
川
貞
雄
氏
、
作
家
鹿
島
容
二
震

老令年金

糠害年 金

母子年金

準時子年金

遺児年 金

額推篤挟E笥

り
iニカ、〉

(3)'116詞 -3月2313勿平塚セY

ような各捕年金も，カけ令はお;宮、れな〈払い

込ノにで〈ださい，今-.'I'R町会え主人いには:明;)1

伽Ilf(カeあり京一歩 n

自持~~dS~~割高よい弗出



第 161号

探
接
相
劉
援
と
い
う
か
、

す
る
と
い
う
か
、
ど
う
で
中

欄
脚
本
わ
た
く
し
は
日
本
F

た
い
へ
ん
良
か
っ
た
と
鳳
い
ま
す
。
わ

た
く
し
は
日
本
が
好
意
甘
干
し
、
百
本
一

を
自
分
の
間
醐
宇
援
し
て
い
る
人
も
多
い
一

&
思
う
ん
で
ず
，
し
か
し
留
と
醤
と
の
一

競
争
と
い
う
の
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
で
一

す
か
ら
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
数
鉾
平
和
一

が
認
め
設
い
と
い
う
感
じ
が
あ
静
ま
す
一

か
ら
、
あ
る
緩
夜
、
愛
国
、
む
と
い
う
も
一

の
を
、
も
う
h
y
し
滋
っ
た
蝉
血
球
で
、

昔、

い
見

の
地
区
に
曲
目
っ
て
い
る
と
、
ど
5
し
て

も
人
の
カ
に
た
よ
ら
な
い
ル
連
法
で
曹

な
い
わ
け
で
す
ね
。
そ
う
い
う
こ
と
か

ら
警
護
が
生
ま
れ
、
愛
国
、
U
が
生
ま

れ
る
の
甘
ほ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

平
問
問
ぼ
く
は
務
夜
の
臼
本
に
お
い

て
、
怒
総
を
立
て
る
と
か
、

eつ

翻
限
月
朗
日
(
臼
)
午
前
十
時
i
午
後
一
一
一
時
、

雨
天
の
と
き
は
四
月
十
・
一
日

留
場
所
・
湖
南
乎
入
平
塚
駅
か
ら
パ
ス
で
二

十
分
、
当
日
臨
時
パ
ス
増
発
〉

額
当
日
ミ
ス
さ
く
ら
・
モ
ヂ
ル
参

門
写
哀
コ
シ
ク
i

札

N
W
e

サ
2
4
ズ
第

ク

ロ

ー

ム

ぷ

知
/
応
募
作
品

て
ん
付
の
こ
と
/
使
用
用
材
料
は

イ
ル
ム
v

み
の
ワ
フ
ィ
ル
ム
L

般
の
こ
と
。



(8) 第 161号

業シーズン越えた小中単校

増大野/:11基地!Z{こ集

〈第3種郵便物認可〉
ぉ、eつ

感
の

昭和幼年 3月15毘

平
塚
市
青
少
年
調
題
協
灘
会
ハ
会
長

加
藤
市
畏
〉
は
吋
一
一
月
一
五
日
の
袈
周
幹

事
告
開
会
績
に
お
い
て
、
一
一
汚

t
一一湾

の
脊
少
年
俸
鰻
商
成
運
動
の
沼
掴
聞
は

「
主
と
じ
て
学
年
末
に
お
け
る
鬼
富
生

鑓
の
栂
導
」
ー
に
お
く
こ
と
を
決
定
し
ま

し
か
吋
学
祭
主
ら
霊
始
串
に
か
け

て
の
饗
休
み
や
、
進
学
、
就
職
な
ど
の

変
動
線
、
生
徒
た
ち
の
明
る
い
、
廷
し

い
匁
活
の
商
用
出
慨
を
は
か
ろ
5
と
す
る
も

の
で
す
。
決
定
交
次
の
と
お

pe

門
図
様
一
日
主
と
し
て
学
堂
束
に
お
け
る

児
窺
k
t輔
の
捕
縛
i
i

青
少
年
φ
犬
多
数
は
、

ζ
の
期
間
聞

に
そ
れ
ぞ
れ
学
年
末
に
出
回
路
し
、
特

援
と
さ
ま
ざ
ま
な
覚
悟
を
臓
に
秘
め

る
。
一
方
、
と

α期
間
の
後
半
は
学

年
末
か
ら
半
年
始
め
の
休
隠
と
い
う

jii1jsiiiii iii;iji iH芸;暴露2言語号車28iis ? 3 意書討を芸昔話j意義主露
453枠組時点卒

長女!?丹市詰ま J ~ーι JiiiFiifii;iij 
;!2l iii!jiii i!:OOOAbij九時
持 2も i事3事会号室長5 r十一一 即 醐Jf，草壁222fdzZL2 

11高lliijjlj 艶 [!jilifilliiT113:
設会 iTfiiii騨欝¥轟鰭換覇議欝!?;iigihiiii昔話siii

-!!?訪日諮問韓輯鶴轄庁jiiiZ!!;;iiH11iiji;
進出色話Ff世話ThiiiiiE21izii1iiii
g塁打現出掛14市部11;iif;iifjii;!?;?を11iRiヨijii長露家
Nisj語野2jtiiiiiiii!?;;j!日持;iii1i152松崎会老献の
日時民主計事uiン実てをつ宮ト古都32123議文F4Fii問視ijる f

4 事'gEhif ;i;;Hg主き253号室長3聖忘れEidiR討ち????isiぷ

社

fあおげばとおとし、わが邸の恩s、 3月3臼の商業高校、 3月宮一108の各ι科学授をはじむ

として市立学僚は卒業式シーズンにはい担、小学生2135名、中学生2707名、市立商業績俊生.65

名が、それぞれ卒業証書嘗を手にします。今年度小中学授の卒業生と入学生数は別援のとお担。

小挙佼では2135名が卒業するのに対し、 2050人が入学する予定で85人の減、中学慢では2707人

が巣立つのに対して、 2135人を入学生として迎えるので572人の減少とな Dます。小中学校舎

百十で、今期657.人ほどの減となるわけで干 ζ の減少規模は、ほほ、中原あるいは旭小学続1続

分に相当します。

車
開
少
協
三

間
月
の
商
標

ざ、

麻薬/睡眠薬

府軍中嘩は揖博である a 麻草取締りの強iblこ
ょっlて睡眠璃遊日が増加している.睡眠車道

V は麻璃禍流行向原因となるものだ。蹴茸記

看担し追放しよう.

中郡草子事京地区櫨当の県騨築構童炎員・王子語訳1138吉村武氏

」

統
計
国国定資産課

税合帳公開

28 

すべての人が鰭康保険に加入を
腐け出には空色の探検証令指志れな〈

会批などの健機保険にはい勺ていな

い人陰‘すべて市の001":鍵減保険への
加入が必撲です.どの鍵成保険にも

まだM いっていない人は、滞役所保

険年金疎へ手紙与"*'とり〈ださいa

掴保納入脅が、市役所へ転入・転倣

f民生 死亡などの属けをすると与は

空色の保険慨をお湾忘れなし
住所や縫務内の拠鋤、様似への加入

・説渇など泊目白以内子給与が必要

です， .だ古い保険誕〈紫色)や保

検証なしで惨艇を受け.人が"りま

す.陸軍鱒臼みてもらうと与除‘かな

らず保険際の銀示を.また、言明保

融"'''市役所へお返し 4だ宇治、:

f呆験年金課

翻課題・①小学生{観察
内結果を図表化すること}

②中学生(既存統計か観

祭の結果を図表fじするこ

と)③高校生以上(自弱)
④ム絞(自由)

t 趨応募.5月;<0日までに

ト市役所総務部庶務課か持

，奈川県統計調査課へ。
~~l)~:>b L-<は市役所統計係

;iq2) 17 00へい杭J プ
メ〓 町判1. ~~ ¥'" 

税 務部資麓税鰐



知事公聴会ひらく 2月228鼎主催の39年度知事公聴会が市
伊『山"..4r由....""，.... 四『…o 5!センターでひらかれ内UJ知事、照の関

係部課長が出席しました。藤沢・小回原聞の司自問各市からは代表24
名が量参加、照内人口の過密化対策、西初百万都市問題、相僕111の汚

染防止、無総合庁舎の建設など、長時騎の恕践が行なわれました。

「写棄は知欝公聴会J

昭和初年 3JH5日〈宮)

雪量詩22ZESS鮮民555塁 が五
星雲君主玉虫警品文語童季長吾芸警主審撃参

民主喜多;室長tiiziziziiii記
者￥雲聖書ちた授を表長長つ、に fこ、ど

iiiiiiii;iiiiiii?? 
1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

羽田までに生まれ、昨年春鰐1樹
3回の接種を受けている子{こと

4月 9日金目公箆館金沼公E事態

捜沼公民館、減路公昂滋

ブ テYヤの予防法珪喜重鰐3回包を巡回 '12臼 田村公民館 !日四之常公

1規該当児は第3悶臼の! 民 館

喜重を、第2期の置費当用でまだ接種 I '13白 書富士見公E号館 組公民館

からかならず援弱者お受けくださ I u148 花水公民館中際会伝盟富

u158 須賀公箆鱈松原公民鰭

:i15iil!?i:5iLTii12i私立と133

自事

， 23日 富士見公民書官(午前午後)

Q 24白 書富士毘公民館{午後γ
富量待問・午前は9.30~ 11.00まで、

午後は1. 3日 ~3.00まで、午前と午

後にわたる会場では、 11時から午

後 1時30分まで中断しまナのでと

注意ください。

の
霊とジフテ 1)

台五

日

:11111111111111111111111111111111111111111111 

鍵療格談

ヤ
る
気
に
な
ら
な
い
総
轄

噂
調
噛
渇
噂
繍
繍
清
川
激
鳴
門
必
嬰
な
も
の
争
議
ぴ
と
る
カ
を
持

i

;

 

臨
皆
島
甑
欝
態
鳳
姉
同
開
閉
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

踏
襲
で
一
扱
っ
た
実
例
か
ι

J

i

か。

ζ
の
日
か
あ
さ
ん
は
、
畿
税

…
・
れ
円
・
知
僚
は
、
普
鴻
以
よ
あ
の
カ
で
予

P
Eが
勉
強
を
ナ
る
気

守

i
日
.
る
の
に
学
授
の
成
績
に
怠
る
よ
う

rMqせ
た
い
と
考
え

は
懇
ト
位
で
ナ
。
毎
日
パ
つ
曹
つ

1
て
い
ま
ナ
。
t

し
か
し
、
注
ん
の
た

曹
り
で
み
て
や
っ
て
い
ま
ナ
が
、
申
、
だ
れ
の
た
め
の
勉
強
で
し
ょ

子
ど
も
は
、
ま
っ
た
く
や
る
猟
に
う
か
。
ま
ず
、
選
ぶ
自
由
を
与
え

な
ら
志
い
よ
う
で
す
。
勉
強
部
騒
て
く
だ
さ
い
。
遊
び
が
そ
の
子
の

の
配
簡
を
か
え
て
や
っ
た
ら
い
い
成
長
に
必
要
な
と
曹
に
は
遊
ぶ
で

で
し
ょ
ヨ
か
。
轄
に
行
か
せ
た
方
し
よ
う
し
パ
勉
強
が
必
擦
な
と
曹

が

い

い

で

し

ょ

う

か

、

?

に

は

勉

強

ナ

る

で

し

ょ

者
れ
と
も
闘
が
際
教
出
酬
を
も
品
野
制
d
M唱
う
。
教
え
て
も
ら
い
た
糊

つ
け
た
方
が
い
い
で
し
一

in桝
貯
舵
服
按
噛
い
と
曹
に
は
、
子
ど
も
一

ょ

う

か

。

間

鰭

]
V

，
幅
緩
線
開

μ
の
方
か
ら
た
ず
ね
ま
ナ

L
i
t
-
-
?
"
子
ど
も
の
開

y
h鳴
謝
醐
九
つ
曹
っ
き
り
で
、
知
白

川

j
宅
問
自
の
ま
え
覇
麓
襲
警
た
く
も
な
い
じ
と
を
教

に

た

く

さ

ん

の

種

類

の

え

な

い

で

く

だ

さ

い

。

食
物
を
お
い
て
、
轡
手
に
食
べ
ざ
成
績
の
向
上
を
ね
が
う
の
な
ら
、

せ
る
索
厳
4
A
も
し
た
人
が
い
ま
ナ
。
ま
ず
子
ど
も
の
可
能
性
、
ナ
な
わ

子
ど
も
は
ど
ん
な
ふ
5
に
食
品
へ
た
ち
、
人
間
と
し
て
だ
れ
で
も
持
つ

で
し
ょ
5
か
。
食
べ
た
蜘
答
紛
っ
て
い
る
能
汚
老
舗
り
て
、
ナ
と
し

て
み
る
と
、
生
存
と
成
長
に
必
要
離
れ
て
み
て
や
っ
て
ζ
だ
さ
い
。

な
ゐ
の
月
九
そ
の
必
議
蟹
だ
け
と
自
分
に
必
要
な
も
の
智
得
ょ
う
と

っ
て
い
ま
し
た
ぜ
た
と
え
ば
、
ピ
し
て
戦
っ
て
い
る
ナ
が
た
を
母
に

タ
ミ
ン
忍
の
ふ
く
ま
れ
て
い
本
い
あ
た
た
か
く
受
け
入
れ
て
も
ら
え

物
を
金
A
た
あ
と
で
は
ビ
タ
ミ
ン
さ
え
ナ
れ
ば
、
あ
と
は
子
ど
も
が

B
の
た
く
さ
ん
は
い
っ
て
い
る
も
自
分
で
、
や
っ
て
い
く
の
で
は
な

の
を
長
ペ
ま
ナ
。
子
ど
も
は
だ
れ
い
で
し
ょ
5
か。

で
も
本
当
に
自
由
な
状
態
に
お
か

慰
刷
出
、
向
田
所
箆

れ
れ
ば
、
白
分
の
成
長
に
と
っ
て

百回i:fきとジフテリヤI

2月 3Flに号l君続いて吉田ぜ曹とジ

い
設
因
縁
マ
行
為

…
と
死
ハ

右
原
慎
太
郎
・
河
出
露

間
出
新
技
)
、
マ
品
抵
の
南

認
の
櫓
門
石
坂
洋
次
郎
一

e
集
英
社
〉
、
マ
婿
古
田
一

合
門
市
出
窓
曲
目
彦
・
総
談
一

社
〉
、
マ
た
U
た
一
人
一

の
山
円
減
松
俊
英
太
郎
一

a

女
議
春
秋
社
〉
、
マ
一

演
な
ん
か
欲
レ
く
攻
い
ハ
バ

l
ク
ハ
一

1
ス
ト
・
交
芸
春
秋
朴
り
、
ム
一
一
一
つ
一

の
戦
術
(
ム
1
7
・
宕
波
観
厨
〉
、
一

ヤ
食
品
分
析
法
(
永
原
太
郎
・
柴
田
一

曲
樹
脂
〉
、
マ
勉
君
穀
物
脂
市
山
名
一

正
太
郎
e
宮
華
社
〉
、
マ
死
せ
る
都
一

市
の
俊
活
ハ
ア
引
当
ン
・
み
ナ
ず
密
↑

号

、

マ

義

実

務

続

本

鼠

善

治
・
日
刊
工
業
新
聞
社
〉
冷

i
以
ぷ
一

購
入
限
由
閣
の
一
部
j
a
一

室

b
z
E震
県
立
図
感
銘
自
動
一

E
霊
童

3
B

車
交
飽
き
が
み
む
一

号
が
嘗
ま
ナ
。
縦
約
で
関
本
し
ま
ナ
一

ど

利

用

く

だ

さ

い

。

一

麗

と

き
h

六
月
宮
古
(
木
V

一

趨
と
こ
ろ
・
午
舵
十
二
時
t
十
二
時
一

ま
で
金
問
地
区
川
口
合
麟
T

蕩
、
午
一

後
一
時
一
一
千
分
・
一
一
時
一
}
平
分
ま
で
一

軍

重

量

悩

公

園

出

館

。

一

グ〕トプザ凸クの相談主を

の
一
月
に
遼
よ
く
あ
る
会
社
に
入
社
す
。
「
職
業
は
生
計
を
た
て
る
た
b

が
内
定
し
て
今
拭
残

0
少
な
い
中
学
の
も
の
で
な
く
、
社
会
的
分
業
に
つ

俊
生
活
品
官
、
か
み
し
め
る
よ
う
に
毎
く
も
の
で
あ
る
」
「
家
の
手
伝
い
を

臼
を
過
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
充
実
し
て
も
決
し
て
甘
え
て
は
な
ら
友
い

し
た
一
回
一
日
号
法
る
こ
と
に
よ
っ
」
「
諮
れ
に
で
も
好
か
れ
る
人
腐
と

田
畑
の
黒
い
土
か
ら
~
透
き
通
る
て
、
社
会
人
と
し
て
尽
を
踏
み
入
れ
な
明
た
い
」
「
夜
間
開
世
間
授
の
勉
強
と

よ
う
な
織
の
萎
事
を
告
げ
る
よ
う
て
い
く
こ
と
に
な
ら
窓
い
も
の
だ
ろ
仕
事
を
間
宣
さ
吾
て
み
せ
る
」
「
お

に
な
っ
た
今
回
、
た
だ
い
ま
務
先
生
う
か
と
患
っ
た
り
し
ま
す
。
世
田
俊
へ
給
制
は
貯
金
し
て
、
嫁
の
進
学
に
使

方
の
お
霞
襲
に
間
も
な
く
一
社
会
人
と
進
学
ず
あ
友
達
ぞ
う
ら
や
ま
し
く
思
っ
て
も
ら
う
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

し
て
、
議
場
平
家
轄
に
つ
く
払
逮
っ
た
り
し
た
と
と
も
あ
巳
ま
し
た
友
達
の
雷
策
が
私
の
心
を
ひ
曹
し
め

に
、
弱
気
と
骨
望
号
与
え
て
く
だ
さ
が
、
皆
ん
友
に
負
け
な
い
意
志
を
持
ま
す
。
「
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」
と

っ
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
醐
閥
単
に
ち
、
よ
り
以
よ
立
派
な
人
間
に
な
る
い
い
ま
す
。
私
選
働
く
者
の
決
心
は

社
会
と
い
っ
て
も

1

j

1

i

i

硬
く
『
準
備
金
護

私
連
帯
L
は
想
像
は
刀

ν
l
v

関
溢
い
ま
し
た
。
「
波

し

て

も

た

だ

そ

れ

ア

k

ん
」

t

開

銀

荒

宮

」

轡

あ

人

だ

け

で

二

体

宮

、

〆

噂

打

h
p

醜
創
生
に
弱
気
を
持
(
J

分

が

ど

ん

ま

じ

l

j

L

キ
L
r
d

亀
怒
鳴
し
γ
一
弘
轟
融
鶴
て
立
ち
向
い
た
い

に

去

さ

れ

る

の

と

も

麟

A
W
ブ

ト

轄

と

考

え

て

お

り

ま

か

、

霊

長

へ

}

ゐ

鱒

鱒

勝

一

符

い

伸

長

~

窓

盤

7
0
と
の
私
遣
の

と
不
安
が
湧
い
て
お
ヂ
む
ね
十

Z
J
d罷
隣
際
、
)
欝
犠
鑓
酷
初
心
を
一
社
会
の
中

き

ま

す

。

し

か

し

晶

砂

金

山

内

』

1
i
1
4
襲

心

室

主

人

の

こ
れ
か
ら
時
間
を
何
仰

w
p
ニ

三

回

帰

習

場

方

々

に

、

は

ぐ

く

か

泣

し

わ

か

つ

て

弘

ワ

刃

ひ

璽

ま

れ

、

室

長

く
る
の
で
は
な
い
、
巴
ノ
コ
コ

HW

毅

盗

る

こ

と

受

ひ

そ

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
仕
事
そ
の
よ
う
努
力
を
続
け
る
こ
と
だ
と
自
分
か
に
期
得
し
て
い
ま
す
。
ど
う
か
今

も
の
の
勉
強
と
併
験
、
対
人
間
関
係
、
に
い
い
脅
か
せ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
後
と
も
御
指
専
を
よ
ろ
し
く
お
綴
い

嘗
び
し
い
時
間
、
楽
し
い
レ
ク
』
エ
l

そ
れ
が
充
分
可
能
で
あ
る
と
慢
じ
て
し
ま
す
。

シ
百
ン
な
ど
、
明
働
者
と
し
て
立
派
い
ま
す
。
私
遠
の
学
校
で
は
、
ァ
・
一
一
ア

に

成

長

す

る

た

め

の

認

識

蓄

の

に

ス

ト

後

、

過

に

一

軍

く

仲

間

員

小

宮

ふ

み

子

す
る
こ
と
だ
と
儲
じ
て
お
り
ま
す
。
わ
が
あ
っ
て
、
お
互
い
。
職
場
や
特

払
が
就
職
と
い
5
霞

壌

を

自

分

の

も

祭

べ

心

境

な

ど

を

結

平

交

輩

で

知

る

×

×

の
に
し
た
の
は
、
昨
年
の
九
月
の
体
こ
と
が
で
曹
ま
す
。
自
分
一
人
だ
け

育
大
会
が
終
っ
て
か
ら
で
し
た
ω

私
の
希
望
や
不
安
が
、
友
遣
を
知
る
こ
門
鐙
者
は
神
間
問
中
学
絞
一
一
一
埠
生
u

こ

と
問
じ
友
逮
が
捕
っ
て
、
指
導
の
先
と
に
よ
っ
て
さ
ら
に
大
き
く
な
っ
て
の
文
は
今
春
中
半
平
と
同
跨
に
就
織

生
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
社
会
に
関
す
る
き
ま
し
た
が
、
皆
ん
な
素
晴
明
ら
し
い
し
て
い
く
生
後
五
百
人
の
代
表
と
し

知
践
を
教
え
て
い
た
だ
嘗
ま
し
た
u

決
、
在
し
て
い
る
の
を
知
る
と
、
と
て
豊
つ
わ
こ
う
ど
の
つ
ど
い
で

そ
れ
が
ど
ん
ど
ん
具
体
化
し
て
、
こ

τも
心
強
く
弱
気
が
わ
き
で
て
曹
ま
の
ベ
た
特
翠
と
抱
負
の
原
稀
で
す
い
日

熟
練
の
郵
便
箆

餅

船

〉

)

釣

船

さ

ん

で

も

苦

労

〉

午

午

後

後

午

〉

午

一

後

〈

前

午

午

前

後

後

剖

接

一

襲

警

京

で

あ

て

な

混

乱

午
舘
午
〈
{
午
午
午
午
午
一
東
京
郵
政
聞
は
、
「
あ
た
ら
し
い
住

忠

弘

計

工

乞

一

雲

市

撃

が

露

中

で

あ

る

た

め

、

阿
国
富
民
武
武
民
民
民
民
民
一
新
出
一
一
種
類
の
串
て
名
の
郵
便
物
が
い

公
之
公
噛
台
公
公
会
公
公
一
り
ま
じ
り
、
熱
鰐
の
外
務
員
で
も
非
常

撚
四
〉
原
制
約
水
水
原
資
質
一
墨
田
労
を
し
い
ら
れ
て
い
る
。
開
設
聞
の

八
間
後
中
見
見
花
花
松
須
須
一

j

一

ま

い

と

や

お

く

れ

を

な

く

す

た

め

、

市

旧
日
目
白
日
門
口
径
昭
司
沼
一
民
の
協
力
を
得
た
い
」
と
し
て
、
次
の

ほ
山
官
庁
ぺ
パ
ぺ
ぷ
切
望
感
官
製
翠
し
て
嘗
ま
し
た
叫

引

一

①

住

弱

雪

市

と

な

っ

た

お

宅

で

は

、

1
1
1
1
1
1
l
i
l
i
-
-
一
新
せ
嘗
・
知
人
な
ど
主
議
通
信
先
に

一
新
住
居
を
通
知
す
る
こ
と
。
②
郵
便

け

で

た

の

昭

子

〉

)

一

か

回

か

り

ち

た

後

後

一

を

出

す

と

哲

新

制

度

の

伎

騒

名

を

ぜ

に
巡
の
よ
か
れ
〉
〉
午
〉
〉
午
〉
〉
〉
一
堂
議
く
と
と
。
③
悶
酢J
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むずることは大工E12年 (923)
9月の大地銀の時まで行われ上

流方阪の小学生などは選定のと
吉厚木の湾岸綴から舟で潟入ま

で下む平塚i防車場で汽車に策担

捜えて鎌倉江の騒などに遊んだ
務諸事襖務 ものである。大地震後は111水が

相 模111は山梨 φ 幹事重要Illi間関lこ 激減し舟む行古来ができなくな

亙る湾111で箆士山蓮華吉田の月沿 ってしまった。
寺草屯内iこ漉く泉とill中溜1とを源 l また綴銭円11こは海道につづい

とする。山梨県では経111といい て渡し揚があった。東海道の馬
神奈川県に入ると穏鎖111の名が 1 入の波、大ill遜の田村の渡、矢

与えられ湾口tこ近い馬入ではこ 愈沢巡の厚木の渡、八王子遂の
れを潟入111と呼んでいる。主主ざ$当持軍やE日名の綾などである。そ

約 1001王滅、山梨県都留郡から!の中で一番交通援が大きかった

神奈川熊tこ入 E津久井郡・愛甲;のは縄入む滋であった。縄入φ
君z・相模鼠1'11・E草木市."話E韮君s:渡溺には昌畿の渡舟が常備され
，茅ケ崎市・平塚市φ各都市を ている足掛!J村として須賀と樹

流域tこもっている。この鶴海久 島〈茅ケ鱒可。、定劫郷として

井郡で道志111、浮木市で申告韓11I 潟入村獄図村今宿対下旬緩村松

小 鮎111三"'111>高綾部で回久況111 渚村(荻窪軍将以下茅ケ締市入方自
iなどがこれにそそいでいるa 。助郷とレど沼錨狩〈諜111町〉他

上流は串すまでも泣く ill擦で 10ケ将があったα 須賀村は担税
カが大古かったため年穏を遜l.l

て舟2.出∞査費水史7.0ぽ}余人を負

犯したと伝える。伎に舟の使用

料 l1al3.0∞Fヨオ〈央 1回1.OOOF弓
もって河口の須賀務まで送られ 与若君主王憾絡で計算してみると潟

須駕から通称千石舟とよぷ大恕 X援の謀役だけで穏当大宮君主魚
lfl脅していたことがわかる。も

っとも勤勢に対ナる所定の報邸i
はあったがその査員は認めて小豊富

吉筒陸軍にはならなかった。
いまの稲穂111は各地に繍里見が

鍔戒しその源流は都市の欽用水

に用いられ砂利は今春から採取
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